
研究紹介 望月 翔太（生産環境学コース）：森林保護学・野生動物管理学

自然と調和した里地里山の文化・伝統・風土を継承
していくために、獣害対策から地域を元気にします。

サルに発信機を
取り付けます

【課題】
全国で野生動物による農作物被害は、約
200億円を計上します。

里地里山と呼ばれる日本の農村では、高
齢化や人口減少によって担い手が不足し、
野生動物の被害が多発しています。

【解決に向けて】
野生動物の生息場所や行動範囲を把握
し、適切な管理を行う必要があります。

動物の情報をもとに、集落単位での獣害
対策を支援します。集落ぐるみの対策で、
地域の活性化を目指します。

 群れのなわばりを「見える化」します!!
 サルの群れが出没しやすい農地が抽出出来ます。

野生動物のモニタリング：

クマにも発信機を
取り付けます

 ツキノワグマ2頭の移動経路が明らかに!!
 放獣したクマの里山への執着度がわかります。

研究成果を現場へ

『集落環境診断』で集落を活性化 捕獲技術を高める『罠設置研修』 獣害対策を仕事にする『けもの塾』

センサーカメラやGPS機器を活用して、動物の生理・
行動・生態を明らかにします。

 地域住民や自治体、専門家を繋げるための共通言語（地図）を作成します。
 地図をもとに、集落ごとに目標を話し合い、対策に繋げます。


